
№２ 
2月定例記者会見資料 令和 6年 2月 15日 

1 

総額 10億円！「こどもどまんなか」を実現する 
令和６年度「おおぶこども輝く未来応援八策」を推進します 

大府市は、こどもの目線に立ち、こどもたちが自分らしく輝く未来を応援するため、  
「おおぶこども輝く未来応援八策」（令和５年８月記者会見発表）として、令和６年度   
予算に総額 10 億円規模の新規・拡充事業を計上するとともに、条例改正等により子育て
支援新制度を創設します。 
令和６年度の「八策」は、こども・子育てのライフステージに応じた５つの「柱」の    

施策として、保健師による生後８か月児訪問（紙おむつを持参）をはじめ 23 事業、ライ
フステージを通じた３つの「梁」の施策として、国民健康保険税子ども減免の拡充、市営
住宅「子育て世帯向け住宅」の創設など 16事業を計画しています。
全国的な少子化が進む中、「おおぶこども輝く未来応援八策」を大幅に拡充し、「こども

どまんなか」のまちづくりを強力に推進します。 

■令和６年度「おおぶこども輝く未来応援八策」の概要
こども・子育てのライフステージに応じた５つの「柱」の施策 

No 区 分 主な事業 事業数 予算額 
１ 結婚・妊娠・出産 不妊治療費補助の拡充 ３ 42,802千円 
２ 子育て（未就園） 保健師による生後８か月児訪問 ３ 10,586千円 
３ 幼児教育保育 保育士配置基準の拡充 ５ 206,747千円 
４ 小中学校（放課後） 学習支援事業「まなポート」の拡充 ８ 478,674千円 
５ 高校・大学・若者 若者の出会いの機会提供 ４ 7,261千円 

ライフステージを通じたこども・子育ての基盤となる３つの「梁」の施策
No 区 分 主な事業 事業数 予算額 
６ 生活・相談支援 市営住宅「子育て世帯向け住宅」の創設 ４ 68,679千円 
７ 地域づくり こどもの社会参画の推進 ４ 1,107千円 
８ 遊び・教養 木育イベントの開催 8 192,701千円 

合 計 39 1,008,557千円 

■参考資料 令和６年度「おおぶこども輝く未来応援八策」新規・拡充事業

【問い合わせ先】 
大府市企画広報課 
担当：鈴木康幸（すずき・やすゆき） 
電話：0562-45-6212 FAX：0562-47-7320 メール：kikaku@city.obu.lg.jp 
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１
結婚・妊娠・出産

２
子育て（未就園）

３
幼児教育保育

４
小中学校（放課後）

５
高校・大学・若者

７
地域づくり

８
遊び・教養

希望する人が安心して結婚し、妊娠・
出産できる包括的なサポートを行います

子育ての負担を軽減し、こどもの健や
かな成長を支えます

誰もが利用しやすく安全で質の高い幼
児教育保育を提供します 心身ともに健康で知恵と愛をもつ児童生徒を育みます 学生の学びの道を拓き、若者の活躍と

交流（出会い）の機会を創出します

【主な既存事業】
●結婚新生活の支援（新婚世帯の引越
し・住宅賃借費用等を補助）
●不妊・不育症治療費の補助
●大府市こども未来応援金の給付（妊
娠時５万円、出産時10万円を給付）
●妊産婦・乳幼児健診（21 回）の無
償化

子育て生活と親子の心に寄り添うきめ細
かな支援を行います

【新規・拡充事業（68,679千円）】
●大府市こども家庭センターの開設（保健センター内）
●「おおぶレインボープラン」の推進（民間フリースクール授業料補助
制度の創設、第２教育支援センターの整備等）
●国民健康保険税子ども減免の拡充（18歳以下のこどもの均等割減免の
割合を８割から９割に拡充）
●市営住宅「子育て世帯向け住宅」の創設

みんなでこどもを育む、こどもどまんな
か地域をつくります

多様な遊び、文化芸術・スポーツを通じ
て創造力と豊かな感性を養います

【新規・拡充事業（10,586千円）】
●こんにちは赤ちゃん訪問の拡充（保
健師による生後８か月児訪問を開始）
●こども誰でも通園制度（仮称）試行
的事業の実施
●一時的保育サービスのWeb予約シス
テム・キャッシュレス決済の導入

【新規・拡充事業（7,261千円）】
○ひとり親家庭等大学受験料・模擬試
験受験料助成制度の創設
●大韓民国洪城郡の青少年との交流
●奨学金の併給制限の廃止
●若者の出会いの機会提供（セミナー
の開催とアプリの活用）

【新規・拡充事業（206,747千円）】
●保育士配置基準の拡充
●土曜保育の開所時間の延長（大府保
育園：午後７時まで）
●私立保育所施設整備費の補助
●私立保育所等・私立幼稚園の補助の
拡充、認定こども園大規模修繕の補助
制度の創設
●病児・病後児保育の広域連携による
利用施設の拡大【主な既存事業】

●家庭で子育て応援クーポンの発行
（一時的保育サービスを無料で利用）
●多胎児家庭の支援（一時預かり、家
事援助、移動支援）
●一時的保育実施園の充実（12園）
●児童（老人福祉）センター（９館）
と子どもステーションの運営

【主な既存事業】
●私立保育所等の誘致と認可化の促進
（H28年度以降14園／待機児童ゼロ）
●荒池・吉田保育園の建替え
●保育所等での紙おむつの処理

【主な既存事業】
●小中学校全校のトイレの洋式化、普通教室・特別支
援教室・体育館・武道場のエアコンの整備の完了
● ICT教育の推進と英語・数学検定受験料の補助
●受験生のインフルエンザ予防接種の助成
●学校敷地内での放課後クラブ運営（待機児童ゼロ）

【主な既存事業】
●若者会議の開催
●駅前イルミネーションの支援
●奨学金（給付型）の支給（月１万
５千円を１万６千円に拡充）
●知多地域４大学との包括連携協定
に基づく大学生の地域活動促進
●若者の提言による「パートナー
シップ制度」の創設

【新規・拡充事業（42,802千円）】
○産前・産後サポーターの派遣
●産後ケア事業の拡充（短時間日帰り
型・アウトリーチ型を追加）
● 不妊治療費補助の拡充（先進医療・
混合診療を追加）

【主な既存事業】
●子ども医療費の助成（中学生までから高校生までに拡充）
●こどものつながりの場づくり（フードドライブの支援）
●こどもの養育費確保のための費用の補助
●ヤングケアラーの支援（愛知県モデル事業）
●医療的ケア児のための学校等訪問看護事業の実施

【新規・拡充事業（1,107千円）】
●「こどもどまんなか応援サポーター」の拡大（団体・企業等）
●大府市こども・若者計画（仮称）の策定
●「おおぶこども輝く未来応援八策」をテーマとした「市民と市長のま
ちトーク」の開催
●こどもの社会参画の推進（こどもの意見表明の機会等を確保）

【主な既存事業】
●こども食堂の機能をもつ全世代型サロンの開設・運営支援
●おおぶ祖父母手帳「まごまご」の発行
●外国人の就学前のこどものプレスクール・日本語初期指導
教室の開設
●通学路の交通安全対策の推進（ゾーン30プラスの活用等）

【新規・拡充事業（192,701千円）】
●木育イベントの開催 ●大府児童老人福祉センター木質空間の整備
●大府ジュニア弦楽団・合唱団の創設 ●竹澤恭子・佐藤桂菜・進藤実
優中学校訪問コンサート・NHK交響楽団出張音楽鑑賞講座の開催
●市民球場オープン、野球教室・ソフトボール教室の開催
●こどもの体力向上プロジェクトの拡充（保育園等、小学１、２年生）
●スケートボードパークの整備 ●二ツ池公園里山林の整備

【主な既存事業】
●保育園・小中学校訪問バイオリンコンサートの開催
●「子ども歌舞伎」「子ども落語教室」の開催
●大府市民球場、eスポーツ施設の整備
●平和教育の推進（中学生の広島・長崎・沖縄派遣等）
●川池公園、横根立会池公園、竹林の小径、緑道の整備

【新規・拡充事業（478,674千円）】
○中学生の給食費の完全無償化
○ひとり親家庭等模擬試験受験料助成制度の創設
○小中学校のバリアフリー化（エレベーター設置等）
●ひとり親家庭等学習塾利用助成の拡充
●就学援助の拡充（所得基準の緩和）
●学習支援事業「まなポート」の拡充
（中学生に加え、小学４～６年生を対象に追加）
●放課後クラブにおける夏休み期間中の昼食提供
●こどもの運動・文化活動の機会の拡充と部活動地域
移行の推進、中学生の泳力向上の機会の確保

令和６年度「おおぶこども輝く未来応援八策」新規・拡充事業
※「○」は、令和５年度（補正予算）開始事業。掲載金額は、人件費を除いた予算額

（こども・子育ての柱と梁の政策）
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